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例  
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凡  例  

1．本書の挿図中の方位記号は座標北を示す。  

2．「調査に至る経緯と経過」及び「遺跡の概要」については前書『市之関前田遺跡Ⅰ』を参照されたい。   

なお前書とは数字等で異なる部分があるが、本書をもって正式な報告としたい。  

3．遺構全体図等は巻末に掲載した。各遺構の位置についてはこちらで確認されたい。なお遺構全体図中の   

表示は次のことを意味する。  

住一任居址  酉己石一酉己石遺構  土一土坑  掘立一据立柱建物址  

4．本書に掲載した遺構図・遺物図の縮尺はおおむね下記のとおりだが、詳細については各図版中のスケー   

ルを参照されたい。  

遺構 住居址  1／60  

配石遺構   1／20  

掘立柱建物址 1／80  

炭窯址  1／60  

溝 址  1／200～1／500・1／60  

遺物 土器・陶磁器 1／2～1／5  

石製品  1／2～1／4  

貨幣  1／1  

5．遺構図中の表示は次のことを意味し、このほかの表示については図中にその意味を記した。   

【平面図】臣≡∃＝焼土 E≡］＝炭化物   

【断面図】∈冠園＝石  ⅢⅢⅢⅢ＝土器  

6．遺物観察表中の（）内の数値は推定値を表す。   
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Ⅰ検出された遺構と遺物  
I㌻  

〕亘く  

1縄文時代の遺構と遺物   

本遺跡では旧石器時代から近世にかけての多くの遺構・遺物が検出された。中でもこの時代の遺構・  

遣物の検出数が一番多く、前期前半および中期後半を中心とする竪穴式住居址や土坑・配石造構等が  

検出されている。本報告では中期後半の加曽利E3～E4式期の住居址と配石遺構を取り上げる。中  

期後半の所産とみられる住居址は24軒（プランが不明確だが該期の遺物が検出されたものや、遺物が  

検出されなかったがプランから該期の住居址と考えられるものも調査時に該期の住居址として認定し  

ている。本報告では、ほぼ調査時の認定を踏襲する）、配石遺構は2基を数える。  

A．住居址   

第1号住居址（第1・2図）  

位 置一28・29－30グリッド 規模・形状一振り込みは検出されなかったが、径5・4m程の円形プラン  

と推定される。柱 穴一推定プラン内よりPl～P12の12本が検出されたものの、主柱穴配置は不  

明。炉r住居址中央で検出された。長軸80cm・短軸70cm・深さ24．5cmを測り、菱形に近い円形を呈す  

地床炉である。炉南東脇で礫が検出されたが、炉に伴うものかは不明である。重 複一第19号住居址  

と重複すると考えられる。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  P5  P6  P7  P8  P9  PlO  Pll  P12   
深さkm）  22．0  17．5  15．5  15．5  32．5  13．0  32．5  15．0  33．5  31．0  19．0  25．0   

第19号住居址（第1・2図）  

位 置－28・2930グリッド 規模・形状一掘り込みは検出されなかったが、柱穴配置より長軸4・1  

m・短軸3．6mの楕円形プランと推定される。柱 穴一推定プラン内よりP7・P13～P21の10本が  

検出され、P13～P16の4本が主柱穴と考えられる。炉一住居址中央で検出された。長軸62cm・短軸  

57cm・深さ14cmを測り、円形を呈す地床炉である。重 複一第1号住居址と重複すると考えられる。  

第1号住居址出土土器観察表（第3・4図）  

番号  部位   胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口綾部～  細粒の砂  橙色   普通  口緑部は内湾する。口唇部直下に若干無文帯を  口径22．9cnl  

胴部  持つ。以下LR（？）縄文を施文後沈線により  

∪字状等に区画。   

2  口緑部  細粒の砂  灰黄褐色  良好  波状口綾部破片。隆線と沈線により楕円形等に  
区画。RL縄文を施文。  

3  口緑部  中粒の砂  浅黄橙色  良好  隆線と沈線により楕円形等に区画。L縄文を施  
文。  

4  口緑部  細粒の砂  浅黄橙色  良好  波状口縁部破片。RL縄文施文後沈線により曲  

線文等を施す。  

－ 1－   
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第1号住居土止炉土止  第19号住居址炉址  
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土層説明（b・b′）  

1暗褐色土：若干砂質。焼土ブロック混じる。  

2 暗褐色土：色調明るい。若干粘性あり。  
3 褐色土：ロームブロック主体。  

0   ※284＿70m  50■凸  

土層説明（a・a′）  

1 暗褐色土：若干砂質。ローム粒混じる。  

2 暗褐色土：粘性あり。ロームブロック混じる。  

3 暗褐色土：若干砂質。粘性あり。焼土・炭化物混じる。  
4 焼土 ：若干ロームブロック混じる。  

第2図 第1・19号住居址炉址（S＝1／20）  
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第3図 第1号住居址出土遺物（D（S＝1／3）  
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第4図 第1号住居址出土遺物（∋（S＝1／3）  
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5  口緑部～  細粒の砂  褐灰色   普通  口緑部は内湾する。口唇部直下に無文帯を持ち、  

胴部  以下条線を縦位に施す。   

6  口縁部  細粒の砂  橙色   普通  口綾部に隆線を巡らせる。  

7  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  くびれを持つ胴部破片。RL縄文施文後沈線に  

より縦位区画し、区画内に蕨手状懸垂文を施す。  

8  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

9  胴部   中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。磨消部に  

1条の沈線が垂下する。  

10  胴部   中粒の砂  浅黄橙色  良好  沈線により縦位区画。LR縄文を施文。  

田  胴部   中粒の砂  橙色   良好  隆線を巡らせ頸部無文帯と胴部文様帯を区画。  

胴部文様帯は沈線を伴う隆線により縦位区画さ  

れ、区画内には隆線による曲線文およびRL縄  

文を施文。区画間には蕨手状懸垂文を施す。  

♯  

号． 

’■l  

第5図 第19号住居址出土遺物（S＝1／3）  

第19号住居土止出土土器観察表（第5図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  口緑部は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下沈  

線により曲線文等を施す。RL縄文施文。  

2  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  小型土器の口緑部破片。全面に縄文を施す。  

3  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により曲線文等を施す。RL縄文施文。  

細粒の砂  鈍い橙色  良好  沈線により∪・∩字状に区画。RL縄文施文。  

5  把手   細粒の砂  浅黄橙色  普通  橋状把手破片。橋状部にRL縄文を施文。  

第2号住居ゴ止（第6・7図）  

位 置－27－27グリッド 規模・形状一掘り込みは検出されなかったが、柱穴配置より径4．1m程の円  

形プランと推定される。柱 穴推定プラン内よりPl～P9の9本が検出された。壁周辺を巡るも  

のと考えられる。炉一住居址中央で検出された。長軸90cm・短軸70cm・深さ31．5cmを測り楕円形を呈  

す。東西に大きめの石を1個ずつ、北側に小さめの石を2個配する石囲炉である。重 複一第4・12・  

14号住居址・第2・3号満と重複すると考えられる。  ■し   
t  

■■  

、   

PiL番号  Pl  P2  P3  P4    P6  P7  P8   
深さ仁m）  54．5  42．5  41．0  43．0  38．0  34．0  46．5  17．0  19．0   

－ 5 －   
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土層説明（a・a′）  

1 茶褐色砂質土：しまりなし。  

2 褐色土   ：若干粘性・しまりあり。ロームブロック混じる。  

3 暗褐色土 ：粘性・しまりあり。ローム粒混じる。  

4焼土  

5 暗褐色土 ：粘性・しまりあり。  
6 黄褐色ハードローム  

0  ※285一班皿  50亡m  

第7図 第2号住居址炉址（S＝1／20）  
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第8図 第2号住居址出土遺物（∋（S＝1／3）  
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第14号住居址（第6図）  

位 置－27－27グリッド 規模・形状一住居址北西部に9～13．5cmの掘り込みが検出された。長軸4．  

7m・短軸4．6mの円形プランと推定される。柱 穴一推定プラン内よりP7・PlO～P15の7本が検  

出された。壁周辺を巡るものであろうか。炉一検出されなかった。重 複一第2号住居址・第3号  

満と重複する。  

PlO  Pll  P12  P13  27．0  31．0  18．0  16．0   
第2号住居址出土土器観察表（第8・9図）  

番号  部位   胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口綾部～  細粒の砂  鈍い橙色  良好  口綾部は内湾し、胴部中位にくびれを持つ。口  口径22．2cm  

胴部  綾部は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下沈線  
により∩字状に区画。LR縄文を施文。   

2  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線によりJ字状（？）に区画。LR縄文を施文。  

3  口琴部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線を伴う隆線を巡らせ無文帯を作る。以下沈  

線により縦位区画。RL縄文を施文。  

4  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口綾部に沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下沈  

線による曲線文・蛇行懸垂文およびRL縄文を  

施文。  

5  口緑部  細粒の砂   

6  口綾部  細粒の砂   

くる。以下沈線により∩字状に区画。RL（？）縄  

7  口綾部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により楕円形に区画。RL縄文を施文。  

8  口緑部  細粒の砂  鈍い樺色  良好  波状口緑部破片。口緑部は沈線により楕円形に  

区画し、以下沈線により∩字状（？）に区画。RL  

縄文を施文。  

9  口緑部  細粒の砂  褐灰色   良好  波状口緑部破片。条線を横位に施す。  

10  頸部～胴  中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  両耳壷の頸部～胴部破片。頸部に無文帯を持つ。  

部  隆線と沈線により円形・楕円形に区画。RL縄文  

を施文。   

田  頸部～胴  細粒の砂  

部  沈線を伴う隆線により楕円形に区画。RL縄文  
＼   

充填施文。   

12  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  2条対の沈線により弧状に区画。以下沈線によ  

り∩字状に区画。LR縄文を施文。  

13  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により∪・∧字状に区画。RL縄文を施文。  

14  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  ゆるやかな波状の沈緑を横位に巡らせる。以下  
沈線により∩字状に区画。RL縄文を施文。  

15  胴部   糸田粒の砂  鈍い橙色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

16  胴部   

17  〃   〃   16と同一個体   

18  胴部   細粒の砂  鈍い橙色  良好  両脇に沈線を伴う隆線により縦位区画。RL縄  

文を施文。  

19  胴部   細粒の砂  橙色   良好  隆線により曲線文等を施す。RL縄文を施文。  20と同一個体   

9 －   



20  胴部   細粒山砂  橙色   良好  隆線により曲線又等を施す。RL縄文を地文。  19と同一個体   

21  胴部   中粒の砂  明褐色   良好  ゆるやかな波状の条線を縦位に施す。  

L  

第14号住居址出土土器観察表（第9図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  普通  隆線を巡らせて上下に区画。LR縄文を施文。  

第3号住居址（第10図）  

位 置－26・27－28グリッド 規模・形状一掘り込みは検出されなかったが、柱穴配置より長軸4．O  

m・短軸3．7mの円形プランと推定される。柱 穴一推定プラン内よりPl～P9の9本が検出さ  

れ、P8を除き壁周辺を巡るものと考えられる。炉検出されなかった。重 複一第21号住居址・  

第18・42号土坑と重複する。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  P5  P6  P7  P8  P9  亘垂亘］  30．1  27．3  33．3  22．3  33．6  31．3  23．5  31．5  44．1   

第21号住居址（第10・11図）  

位 置27－28グリッド 規模・形状一掘り込みは検出されなかったが、柱穴配置より長軸5．2m・短  

軸3．Omの楕円形プランと推定される。柱 穴一推定プラン内よりP7～P21の15本が検出された。  

P12・P21を除き、壁周辺を巡るものと考えられる。炉【検出されなかった。重 複一第3・4号  

住居址・第18・42・46号土坑と重複する。  

Pit番号  P7  P8  P9  PlO  Pll  P12  P13  P14  P15  P16  P17  P18  P19   

深さ在日）  23．5  31．5  44．1  24．5  13．5  26．5  33．0  21．5  31．5  15．5  18．0  27．0  25．0  45．0  16．0   

第4号住居址（第10～12図）  

位 置－27－27・28グリッド 規模・形状一住居址西側から南側にかけて12～27．5cmの掘り込みが検  

出された。長軸5．5m・短軸4．8mの隅丸長方形プランと推定される。柱 穴一推定プラン内より、P  

19・P20・P22～P31の12本が検出された。P25を除き壁面を巡るものと考えられる。炉一住居址中  

央やや東寄りで検出された。4個の石を方形に配し、炉内からも2個の礫が検出された。炉の南東脇  

より小型の深鉢（第16図1）が検出された。重 複一第2・21号住居址・第42号土坑・第1号溝と重  

複する。  
：■l  

l   ′   
号  P19  P20  P22  P23  P24  P25  P26  P27  P28  P29  P30  P31   

深さkm）  25．0  45．0  24．5  46．0  50．0  24．0  19．5  14．0  32．0  35．5   

一10 －  
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第10図 第3・21・4号住居址（∋（S＝1／60）  
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第13図 第3号住居址出土遺物（S＝1／3）  
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第14図 第21号住居址出土遺物（D（S＝1／3）  
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番号  部位   胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口綾部  中粒の砂  浅黄橙色  良好  口唇部に突起を持つ。沈線により渦巻文および  

区画文を施す。RL縄文を施文。突起部内面には  

沈線により円形文が施される。  

2  口綾部  細粒の砂  浅黄橙色  普通  口唇部に突起を持つ。口緑部は沈線により楕円  
形等に区画。胴部は沈線により縦位区画。RL縄  

文を施文。  

3  口緑部  細粒の砂  橙色   普通  隆線と沈線により楕円形に区画。口唇部まで  

RL縄文を施文。  

4  口緑部  中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により楕円形に区画。RL縄文を施文。  

5  口緑部  細粒の砂  鈍い橙色  良好  RL縄文施文後沈線により文様を施す。  

6  胴部   中粒の砂  浅黄橙色  良好  沈線により横位区画し、以下沈線により縦位区  

画。RL縄文を施文。  

7  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  普通  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

8  胴部   細粒の砂  鈍い橙色  良好  沈線により∪字状に区画。RL縄文を施文後沈  

線による蛇行懸垂文を施す。  

9  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  良好  沈線を巡らせ横位区画し、以下は沈線により縦  

位区画。RL縄文を施文。  

番号  部位   胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口緑部  細粒の砂  赤色   良好  RL縄文を施文後沈線により曲線文・蕨手状懸  

重文を施す。  

2  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。縦位の条線およびRL縄  

文を施す。磨消部に1条の沈線を垂下させる。   

3  〃   〃   〃   〃   2と同一個体   

4  胴部   中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  上部は沈線により弧状に区画。以下沈線により  

縦位区画。RL縄文を施文。  

16 －   



5  胴部   中粒の砂  橙色   良好  沈線により∪・∩字状に区画。区画間には蕨手  
状懸垂文を施す。RL縄文充填施文。  

6  胴部   細粒の砂  橙色   良好  隆線および沈線により文様を施す。RL縄文を  

施文。  

7  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  普通  沈線により縦位区画。縄文を施文。  

8  底部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。   底径（5．8）cm   

9  底部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。縄文を施文。   底径6．2cm   

第4号住居址出土土器観察表（第16・17図）  

番号  部位   胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口緑部～  細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  胴部中位から緩やかに外傾し、直線的に開く。  口径15．2cm  
胴部  底部欠損。口唇部に1単位の突起を持つと考え  

られる。胴部上半にRL縄文施文後2条対の沈  
線により3単位に縦位区画。突起部直下では沈  

線が省略される。区画内に2条対の沈線により  

∪・∩字状文を施す。   

2  口緑部  中粒の砂  鈍い橙色  良好  口唇部に突起を持つ。口緑部は沈線により円  
形・楕円形に区画。胴部は沈線により縦位区画  

し、磨消部に蕨手状懸垂文を施す。RL縄文を施  

文。突起部内面には沈線により円形文を施す。  

3  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により曲線文を施す。LR縄文を施文。  

4  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  良好  沈線により∪字状に区画し、区画内に縄文を施  
文。  

細粒の砂  橙色   良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

6  胴部   細粒の砂  橙色   良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。磨消部に  

1条の沈線を垂下させる。  

7  胴部   中粒の砂  橙色   良好  波状の条線を縦位に施す。  

第5号住居址（第18図）  

位 置－27－28・29グリッド 規模・形状一第13号住居址と重複する東側を除き、8．3～28．3cmの掘り  

込みが検出された。径4．Omの円形プランと推定される。柱 穴－Pl～PlOの10本が検出された。  

P8・P9を除き壁面を巡るように配置される。炉一検出されなかった。重 複第13号住居址・  

第2号溝・第18・46号土坑と重複する。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  P5  P6  P7  P8  P9  PlO   
深さh）  36．3  27．4  22．8  32．3  26．4  15．1  17．0  26．6  35．9  27．6   

第5号住居址出土土器観察表（第19図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口綾部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口綾部に沈線を巡らせ幅の狭い無文帯をつく  
る。以下沈線により文様を施す。RL縄文を施文。  

2  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  2条対の沈線により∪字状に区画。RL縄文を  

施文。  

3  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により文様を施す。RL縄文を施文。  

4  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により文様を施す。RL縄文を施文。  

5  胴部   中粒の砂  鈍い橙色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文施文後、縄文施文  
部に1条の沈線を垂下させる。  

17 一   



第18図 第5号住居址（S＝1／60）  

雪
 
 

第19図 第5号住居址出土遺物（S＝1／3）  

第9号住居址（第20図）  

位 置－25・26－28グリッド 規模・形状一長軸4．2m・短軸4．Om・深さ22．7～32cmの掘り込みを持  

ち、南に若干張り出しを持つ不整円形プランを呈する。柱 穴－Pl～PlOの10本が検出されたが、  

柱穴配置に規則性はみられない。炉一住居祉北側やや東寄りで検出された。長軸70cm・短軸70cm・深  

さ22cmの隅丸方形に近い円形を呈する。中央に胴部下半を欠いた大型の深鉢（第21図1）が逆位に据  

18 －   
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第9号住居址  

9（1／3）  

20cm   



えられていた。重 複一第22号住居祉と重複する。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  P5  P6  P7  P8  P9  PlO   
深さ銅  10．0  9．0  14．0  22．5  13．0  10．8  22．0  9．5  16．5  10．0   

第22号住居土止（第20図）  

位 置－25－28グリッド 規模・形状一掘り込みは検出されなかったが、柱穴配置より長軸5．8m・短  

軸4．5mを測り、楕円形プランを呈する大型の住居址と推定される。柱 穴一推定プラン内よりPl  

～P4、Pll～P29の23本が検出された。このうちP3・P4・P15～P29は壁周辺を巡るものと考  

えられる。炉一検出されなかった。重 複第9号住居址と重複する。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  Pll  P12  P13  P14  P15  P16  P17  P18   
深さkm）  10．0  9．0  14．0  22．5  22．0  21．0  19．0  15．0  19．0  11．0  20．0  20．5  

P19  P20  P21  P22  P23  P24  P25  P26  P27  P28  P29  

20．5  15．5  26．5  14．0  12．0  24．0  20．5  19．5  10．3  16．0  13．0   

第9号住居土止出土土器観察表（第21図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口縁部～  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口綾部は若干内湾する。胴部下半を欠損。口緑  口径58．7cm  

胴部  部は隆線と沈線により楕円形に区画。胴部は沈  

線を垂下させて縦位区画。RL縄文を施文。磨消  

部と縄文施文部を交互に持つ。磨消部の一部に  
は蕨手状懸垂文を、縄文施文部の一部には蛇行  

懸垂文を施文。   

2  口綾部  中粒の砂  鈍い橙色  良好  隆線と沈線により文様を施す。RL縄文施文。  

3  口綾部  糸田粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口緑部は沈線を伴う隆線を巡らせ無文帯をつく  

る。以下沈線を伴う隆線により文様を施す。RL  

縄文を施文。  

4  口緑部  糸田粒の砂  鈍い橙色  良好  口縁部に沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  

RL縄文（0段多縄）を施文。  

5  胴部   糸田粒の砂  鈍い褐色  良好  沈線により∪・＜字状に区画。RL縄文を施文。  

6  胴部   細粒の砂  鈍い橙色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

7  胴部   中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  隆線により縦位および横位に区画。RL縄文を  

施文。  

8  胴部   細粒の砂  橙色   良好  隆線により文様を施す。RL（？）縄文を施文。  

9  胴部   中粒の砂  浅黄橙色  良好  条線を縦位に施す。  

第22号住居址出土土器観察表（第21図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

6  口緑部  中粒の砂  鈍い橙色  良好  隆線および沈線により文様を施す。RL縄文を  

施文。  

田  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口縁部に沈線を巡らせる。  

ー 21   
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第26図 第11号住居址A・B出土遺物②（S＝1／3）  

第11号住居土止A・B出土土器観察表（第25・26図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  口綾部～  中粒の砂  鈍い橙色  良好  口綾部は内湾し、胴部中位で強くくびれる。口  口径（33．6）cm  
胴部  緑部～胴部上半には沈線により波状に区画。胴  

部下半には沈線により∩字状に区画。RL縄文  

を施文。   

2  口綾部～  細粒の砂  浅黄橙色  良好  口縁部は内湾し、胴部中位にくびれを持つ。4  口径（14．4）cm  
胴部  単位の波状口縁を呈すとみられる。口縁部に  

沿って沈線を巡らせ区画し、区画内に1段の刺  

突文を施す。胴部上半は沈線により波状に区画。  

胴部下半は沈線により∩字状に区画。LR縄文  

を施文。   

3  口緑部～  細粒の砂  灰白色   良好  口縁部はほぼ直立し、胴部に若干膨らみを持つこ  口径28．8cm  

胴部  口綾部は両脇に沈線を伴う隆線を巡らせ幅広の  

無文帯をつくる。胴部は沈線により∩字状に区  

画。RL縄文を施文。   

4  口緑部  細粒の砂  橙色   

る。以下はRL縄文を施文。  

5  口綾部  細粒の砂  橙色   良好  口綾部は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  

沈線により∧字状に区画。LR（？）縄文を施文。  

6  口緑部  細粒の砂  浅黄橙色  良好  口緑部は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  
2条対の沈線により＜字状に区画。RL縄文を  

施文。  

－ 26 －   



7  口綾部  中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口緑部は沈線および隆線により文様を施す。RL  

縄文を施文。  

細粒の砂  浅黄橙色  普通  沈線により縦位区画。RL縄文を施文し、磨消部  

と縄文施文部を交互に持つ。磨消部には1条の  

沈線が垂下する。  

細粒の砂  浅黄橙色  良好  沈線により∪・∩字状に区画。RL縄文を施文。  

10  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により文様を施す。RL縄文を施文。  

11  胴部   中粒の砂  橙色   良好  沈線により縦位区画。LR縄文（0段多縄？）を  

施文。磨消部に沈線を垂下させる。  

12  突起   細粒の砂  浅黄橙色  普通  口緑部は沈線により文様を施す。RL（？）縄文を  

施文。  

13  底部   中粒の砂  橙色   良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。   底径5．8cm   

14  底部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  台付深鉢の脚部。   底径（6．2）cm   

第13号住居土止（第27図）  

位 置－27－28・29グリッド 規模・形状一両北方向に長軸を持つ柄鏡形敷石住居である。張出部の  

先端を第2号溝に切られているため不明だが、現状で全長4．4mを測る。主体部の規模は長軸3．4m・  

短軸3．1m・深さ2～24cmを測り、円形を呈する。張出部の規模は短軸1．5m・深さ11cm前後を測る。敷  

石状況一炉以北の主体部中央を中心に敷石が施される。大型～中型の石を中心に配し、間隙に小型の  

石を詰める。接続部から張出部にはあまり敷石は認められない。柱 穴掘り方より土坑状のものを  

含めPl～P21の21本が検出された。このうちPl～P14は壁周辺を巡る。張出部ではピットは検出  

されなかった。炉住居址中央やや南寄りで検出された。長軸60cm・短軸50cm・深さ12．5cmの楕円形  

を呈する石囲炉である。炉石は北辺・東辺を中心にまばらに配される。埋 嚢一検出されなかった。  

重 複一第5号住居址・第2号満と重複している。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  P5  P6  P7  P8   
探さ（cm）  36．5  36．0  27．5  30．0  18．5  34．5  26．0  20．5  

P13  

17．5   

PlO  Pll  P12  22．5  29．0  18．5   
ゝ羊1  

第13号住居址出土土器観察表（第28・29図）  

番号  部位   

ロ  

2   〃   

3   

4   

5  口緑部  

胎 土   色 調  「扁訂   器形・文様の特徴   備  考   

細粒の砂  黄橙色   良好  4単位の波状口緑を呈すと考えられる。波頂部  2・3・4と  

は肥厚するが、うち1～2単位には環状の突起  

を付す。口緑部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。  

以下は沈線により曲線文等を施す。RL縄文を  

施文。   

〃   〃   1・3・4と  

同一個体   

〃   1・2・4と  

同一個体   

〃   1・2・3と  

同一個体  

中粒の砂  普通  口縁郡は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下は RL（？）縄文を施文。   
27   
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土層説明（A・A’）  

1 暗褐色土：しまりなし。部分的に黒褐色土  

暗茶褐色土混じる（撹乱？）。  

2 暗褐色土 ：色調暗い。しまりあり。  

3 暗茶褐色土：砂質。若干しまりあり。  

握り方  

土層説明（a・aつ  

1褐色土 ：しまりあり。ロームブロック・炭化物混じる●  

2 褐色砂質土：しまりなし。  

3 褐色砂質土：焼土混じる。  

4 褐色土 ：若干しまりあり。ロームブロック混じる。  

5靡止  

6 褐色土 ：ハードローム中心。若干褐色土Y昆じる。  

※払m 5  
＝  

‥：一   

旦 
－：一 

第27図 第13号住居址・同炉址（S＝1／60・1／20）  
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第29図 第13号住居址出土遺物②（S＝1／3）  

6  口綾部  中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  波状口緑部破片。口緑部は沈線を巡らせ無文帯  

をつくる。以下は2段の刺突文を施す。  

7  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  不良  沈線により波状（？）に区画。RL縄文を施文。器  

面の磨滅著しい。  

8  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  普通  沈線により曲線文等を施す。RL縄文を施文。器  

面の磨滅著しい。   

9  〃   〃   〃   8と同一個体   

10  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  沈線により曲線文等を施す。RL縄文を施文。  

田  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  全面にRL縄文を施文。  

12  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色   

13  〃   12と同一個体   

14  底部   細粒の砂  浅黄橙色  良好  無文†   底径7．9cm   

第17号住居址（第30図）  

位 置－25－30グリッド 規模・形状北半を第1号溝に切られ不明だが、円形ないし楕円形プラン  

と推定される。27．5～35cmのしっかりとした掘り込みを持つ。柱 穴一Pl～P5の5本が検出さ  

れ、壁周辺を巡る。炉一検出されなかった。重 複第1号溝・第43号土坑と重複する。また第1  

号溝をはさんで第18号住居址と一部重複すると考えられる。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  P5   
深さ（cm）  26．0  38．0  42．5  56．0  44．5   

一 30 －   
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第31図 第17号住居址出土遺物（S＝1／3）  

第17号住居址出土土器観察表（第31図）  

番号  部位  胎 土   色 調   備  考   

ロ  口縁部  糸田粒の砂  浅黄橙色   

線により楕円形に区画。胴部は蕨手状懸垂文を  

施す。RL（？）縄文を施文。  
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2  口緑部  細粒の砂  浅黄橙色  良好  波状口縁部破片。隆線と沈線により文様を施す。  

3  口緑部  細粒の砂  鈍い橙色  普通  口緑部は沈線を伴う隆線を巡らせ無文帯をつく  

る。  

4  胴部   中粒の砂  鈍い橙色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

5  胴部   細粒の砂  橙色   普通  沈緑により曲線文を施す。RL縄文を施文。  

第18号住居：址（第32図）  

位 置－24・2529グリッド 規模・形状一南半を第1号溝に切られているため不明だが、円形ない  

し楕円形プランと推定される。2．5～27cmの掘り込みを持つ。柱 穴一Pl～P5の5本が検出さ  

れ、壁周辺を巡る。炉一検出されなかった。重 複一第1号溝と重複する。また第1号溝をはさん  

で第17号住居址に隣接しており、一部重複するものと考えられる。  

Pit番号  Pl  P2  P3  P4  P5  深さ（cm）  14．5  19．5  L＿ユ王二⊥  38．5  16．5   

一A’  

※285．Om  

F 

第32図 第18号住居址（S＝1／60）  

第33号住居址（第33図）  

位 置2120グリッド 規模・形状束西方向に長軸を持つ柄鏡形敷石住居であり、全長5．1mを  

測る。主体部の規模は長軸3．3m・短軸3．1mを測り、円形を呈す。張出部の規模は長軸1．8m・短軸1．5  

mを測る。敷石状況一主体部・張出部ともほぼ全面にまばらに敷石が施される。主体部では炉を中心  

に比較的大きめの石を配す。張出部では壁周辺を中心に大きめの石を配し、内部は小さめな石を配す。  

柱 穴一検出されなかった。炉＝主体部ほぼ中央で検出された。大小の石を方形に配し、80cm程の深  

さを持つ。炉中層より押しつぶされたような状況で土器が検出された（第34図4）。埋 聾一主体部  

と張出部の接続部で検出された。東西辺に大きめの石を、北辺に小さめの石を配し、これらの石に囲  

まれた中央に深鉢が正位で据えられていた（第34図1）。重 複 なし。  
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土層説明（A・A′）  

1黒褐色土：若干ローム拉混じる。田の床土。  

1′ 黒褐色土：しまりなし。1層＋茶褐色土。  

2 暗茶褐色土：13層に類し、13層よりも軟質。ロームブロック混じる。  

3 暗褐色土 ：砂質。しまりなし。横穴か？  

4 暗褐色土：3層より明るい。砂質。しまりなし。根穴か？  

5 暗茶褐色土：しまりあり。若干焼土粒混じる。  

6黒褐色土：やや粘性あり。しまりあり。【】－ム粒・焼土粒・9層混じる。  

7 茶褐色土：色調明るい。砂質。しまりなし。若干軽色スコリア混じる。  

8 暗茶褐色土：7層に類すが7層より色調暗い。砂質。しまりなし。  

9 暗褐色土：色調暗い。しまりなし。  

10 暗褐色土：14層に類し、14層より軟質。若干2層混じる。  

11暗茶褐色土：やや砂質。しまりあり。  

12 茶褐色土：7層に類し、7層よりややしまりあり。砂賢。二次堆積。  

13 茶褐色土：ややしまりあり。二次堆積ソフトローム。  

14 暗褐色土：粘性・しまりあり。二次堆積ソフトローム。  

※28750m  
ll  モl「  

土層説明（a・a′）  

1 暗褐色土＋茶褐色土：軟質。しまりなし。  

2 黒褐色土：しまりなし。若干ローム粒混じる。  

3 暗褐色土：1層に類す。やや粘性あり。  

茶褐色土の割合少ない。  

4 暗褐色土：色調明るい。軟質。  
5 暗褐色土：しまりあり。ロームブロック混じる．  

0   ※287．10m  5【l－           」  

第33図 第33号住居址・同炉址（S＝1／60・1／20）  
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第34図 第33号住居址出土遺物（丑（S＝1／3・1／4）  
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第35図 第33号住居址出土遺物②（S＝1／3・1／4）  

第33号住居址出土土器観察表（第34・35図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

1  口緑部～  糸田粒の砂  浅黄橙色  良好  胴部上半にやや膨らみを持ち、口緑部は若干内  口径24．3cm  

底部  湾する。4単位の緩やかな波状口縁を持ち、う  底径8．2cm  

ち相対する2単位には∩字状の突起を付す。口  

緑部は隆線を巡らせて無文帯をつくる。胴部中  

位までLR縄文を施す。胴部下半は無文。   

2  口綾部～  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口縁部は波状を呈すと考えられる。口緑部は隆  3・4と同一  

胴部  線を巡らせ無文帯をつくる。胴部は2条対の沈  

線により∩字状に区画。RL縄文充填施文。   

3   〃   2・4と同一  

個体   

4   2・3と同一  

個体   

5  口緑部  糸田粒の砂  鈍い橙色  良好  口緑部は高い隆線を巡らせ無文帯をつくる。以  

下はRL縄文を施文。  
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6  口綾部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口唇部は角東状を呈す。∪綾部は隆線を巡らせ  

無文帯をつくる。以下はLR縄文を施文。  

7  口緑部  糸田粒の砂  鈍い黄橙色  普通  口緑部は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  

LR縄文を施文。  

8  口緑部～  中粒の砂  鈍い黄橙色  普通  口緑部は幅の狭い沈線を巡らせ無文帯をつく  

胴部  る。胴部は全面にLR（？）縄文を施文。   

9  胴部   中粒の砂  鈍い橙色  普通  LR縄文を施文。  

10  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  LR縄文を施文。  

田  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  普通  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

12  胴部   細粍の砂  鈍い樺色  良好  沈緑により曲線文を施す。RT′縄文（直前段多  

縄？）を施文。  

13  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

14  胴部   中粒の砂  灰黄褐色  良好  隆線により曲線文を施す。RL縄文を施文。  

15  胴部   中粒の砂  灰黄褐色  良好  隆線により文様を施す。LR縄文を施文。  

16  胴部   中粒の砂  橙色   良好  無文。  

第34号住居址（第36図）  

位 置－18－22グリッド 規模・形状一長軸5．8m・短軸5．1mを測り、円形プランを呈する大型の住  

居址。柱 穴一土坑状のものを含めPl～P31の31本が検出された。壁周辺を巡るものであろうか。  

炉一検出されなかった。重 複－なし。  

午
T
 
 

†■■■   

第36図 第34号住居址（S＝1／60）  
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第35号住居址（第37図）  

位 置－22－19グリッド 規模・形状一南北方向に長軸を持つ柄鏡形敷石住居であり、現状で全長6．O  

mを測る。主体部の規模は長軸4．2m・短軸3．6mを測り、楕円形を呈す。張出部の規模は長軸1．8m・  

短軸0．9mを測る。敷石状況一主体部は炉周辺の中央部を中心に大きめの石を配し、周辺のピット付  

近、特に北側には認められない。張出部では石園部付近に大きめな石を施す。柱 穴一敷石周辺より  

Pl～P26の26本が検出され、このうちPl～Pllは主体部の壁周辺を巡るものと考えられる。 炉  

一主体部中央やや南寄りで検出された。長軸50cm・短軸40cmの方形を呈す。西辺を除く3辺に大小の  

石を「コ」字状に配す。炉内より口緑部を欠いた両耳壷が検出された（第38図1）。埋 聾一検出さ  

れなかった。石岡部一主体部と張出部の接続部で検出された。4個の石を方形に配す。重 複－な  

し。   

第35号住居址出土土器観察表（第38～40図）  

・㌔  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

1  胴部～底  中粒の砂  黄橙色   良好  底部から大きく開く。口綾部欠損。2単位の橋  底径9．7cm  

部  状把手を持つ両耳壷。胴部上半はRL縄文を施  

文。胴部下半は無文。   

2  口緑部～  細粒の砂  橙色   良好  環状突起を持つ小型の深鉢。口綾部は沈線を巡らせ  口径（11．2）cm  

胴部  無文帯をつくる。胴部上半は波状に区画し、胴  
部下半は＜字状に区画。細かいLR縄文を施文。   

3  口緑部  細粒の砂  浅黄橙色  普通  口縁部は沈線を伴う隆線を巡らせ無文帯をつく  
る。以下は隆線により曲線文等を施す。RL縄文  

を施文。  

4  口綾部  細粒の砂  浅黄橙色  普通  口綾部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  
沈線により縦位区画。LR縄文を施文。  

5  口緑部  中粒の砂  橙色   良好  口綾部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  
隆線により曲線文等を施す。RL縄文を施文。   

6   〃   〃   〃   〃   5と同一個体   

7  

沈線により＜字状に区画。RL縄文を施文。  

托   

L縄文を施文。   

9  口緑部  細粒の砂  橙色   普通  口緑部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  
隆線により縦位区画。LR縄文を施文。  

10  胴部   中粒の砂  橙色   普通  隆線により∪・∩字状に区画。RL縄文を施文。  

田  胴部   細粒の砂  
文を施文。   

〃  11と同一個体   

13  胴部   鈍い橙色  普通  隆線により縦位区画。L（？）縄文を施文。  

14  胴部   細粒の砂  橙色   普通  沈線を伴う隆線により縦位区画。RL縄文を施 文。  
15  胴部   細粒の砂  浅黄橙色  普通  隆線により縦位区画。LR縄文を施文。  

16  胴部   中粒の砂  鈍い橙色  良好  隆線ははがれたとみられる。隆線により文様を  
施す。L縄文を施文。  

17  胴部   細粒の砂  橙色   良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

18  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  全面にL縄文を施文。  

19  底部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  無文。   底径5．8cm   

lヽ  

37   



草
T
 
 P24  ●一  

撃 
●■ ■●  

P
 
 
 
 
 
6
 
∵
∴
 
 

．．．．．．．．．．‖．．．．・・・・ ・…・・・▲・■・・▲・■■‖■巨函南踊  

∵
■
二
 

－
－
ニ
■
 
 

※287．20m  

O  2m  

さこ・；＼  
土憶説明（A・Aつ  

1 黒褐色土：しまりあり。耕作土（田の床土）。  

2 茶褐色土：砂質。しまりなし。  

3 茶褐色土：しまりあり。若干焼土拉混じる。  

4 暗茶褐色土：5層に壊す。粘性・しまりあり。  

5 暗茶褐色土：ややしまりあり。若干焼土粒混じる  

6 暗褐色土：色調異に近い。粘性・しまりあり。  

若干焼土粒混じる。  

ロロ∵  

第37図 第35号住居址（S＝1／60）  

第38図 第35号住居址出土遣物（∋（S＝1／4）  
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第39図 第35号住居址出土遺物（∋（S＝1／3・1／4）  
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第40図 第35号住居址出土遺物③（S＝1／3・1／4）  

第35号住居址出土石製晶観察表（第40図）   

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

20  石 棒  11．5cm  5．2cm  143g  緑泥片岩製。頭部のみ残存。   

21  不．明  7，3cm  5．1cm  1．9cm   31g  軽石製   

第36号住居址（第41図）  

位 置－22・2318・19グリッド 規模・形状「南北に長軸を持つ柄鏡形敷石住居であり、全長6．1m  

を測る。主体部の規模は長軸3．5m・短軸3．4mを測り、H形を呈す。銀山部の規模は長軸2．6111・短軸  

1．3mを測る。敷石状況一主体部は炉の北側・南側を中心に大きめの石を施し、北半には縁石が施さ  

れる。炉の東側・南側では周辺のピットとの間に大きな間隙がみられる。張出部では2基の埋碧をつ  

なぐように直線的に大きめの石を配す。柱 穴一敷石周辺よりPl～P37の37本が検出された。この  

うちPl～P18は主体部の壁周辺を巡るものと考えられる。炉一主体部ほぼ中央で検出された。大小  

－ 40  
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の石を方形に配し、30cm程の深さを持つ。埋 嚢2基検出された。1号埋要は主体部と張出部の接  

続部で検出され、中型の深鉢（第42図2）が正位で埋設されていた。2号埋嚢は張出部先端で検出さ  

れ、大型の深鉢（第42図1）が正位で埋設されていた。重 複一第41号住居址と隣接ないし一部重複  

する。   

第36号住居址出土土器観察表（第42～45図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

ロ  

底部  単位の波状口縁を持つ。胴部上半には沈線によ  底径7．2cm  
る8単位のJ字状区画を施す。相対する2単位  
の波頂部では、隣り合うJ字状区画が連結する。  
胴部下半には沈線による7単位の∩字状区画を  

施す。RL縄文充填施文。   

2   普通  

底部  部下半から底部に向かって強くすぼまる。口緑  底径5．8cm  
部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。隆線および  

胴部全面にL縄文を施文。   

明黄褐色   普通  
胴部  持つ。口緑部は両脇に刺突を伴う隆線を巡らせ  

無文帯をつくる。以下は沈線により∩字状に区  

画。RL縄文を施文。   

普通   
胴部  綾部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は沈  

線により弧状の文様を施す。   

5  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  波頂部に平坦面を持つ波状口綾部破片。口唇部  
は内削状。口縁部に沿って沈線を巡らせ文様帯  
をつくる。以下は沈線により円形等に区画。細  
かいLR縄文をを施文。内外面に赤彩が施され  

る。  

つ。波頂部から口緑部に沿って、両脇に刺突を  
伴う隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は沈線  
により曲線文を施す。RL縄文を施文。   

7  波状口緑部破片。波頂部に円形（？）の突起を持     7と同一個体  6  口緑郡  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  〃  6と同一個体  

8   環状突起をもつ波状口縁部破片。口緑部に沿っ  

て沈線を伴う隆線を巡らせ無文帯をつくる。胴  
部は沈線を伴う隆線により弧状に区画。LR（？）  

縄文を施文。   

9  〃   8・10と同一  

個体   

10  田   8・9と同一  

個体   

田  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  口縁部は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  
RL縄文を施文。  

12  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口緑部は隆線を巡らせ幅広の無文帯をつくる。  
以下は沈線による斜格子目状の文様を施す。  

13  口縁部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  幅広の無文帯を持つ口綾部破片。  

14  口縁部～  細粒の砂  浅黄橙色  良好  胴部中位から外傾し、直線的に立ち上がる。4  口径21．8cm  
胴部  単位の波状口縁を持つ。口唇部は内削状を呈す  15～22と同一  

る。2条対の沈線により、上端に横位連結帯を  
持つJ字状の区画文を2段施す。区画内には  
LR縄文充填施文。   

ヽ  
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土層説明（n・aノ）  

1黒褐色土：軟質。しまりなし。若干ローム粒・焼土粒混じる。  

2 黒褐色土王軟質。しまりなし。ローム粒・焼土粒混じる。  

3 焼土  

4 暗褐色土：軟質。しまりなし。ロームブロック混じる。  

※28軋801n  ニー○■■  

第41図 第36号住居址，同炉址・1号埋聾（S＝1／60・1／20）  
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第42図 第36号住居址出土遺物（D（S＝1／3・1／4・1／5）  
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第43図 第36号住居址出土遺物（∋（S＝1／6）  
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第44図 第36号住居址出土遺物③（S＝1／3・1／4）  
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第45図 第36号住居址出土遺物④（S＝1／3・1／2）  

単位の波状口緑を持つ。口唇部は内削状を呈す  

る。2条対の沈線により、上端に横位連結帯を  

持つJ字状の区画文を2段施す。区画内には  

LR縄文充填施文。   

〃  〃  

〃  〃  

19  〃   〃   

20  〃   〃  〃  

21  〃   〃   〃  

22  〃   〃   

23  胴部   中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線を横位に巡らせ上下に区画。上部は無文、  

下部は縄文を施文。  

24  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線を伴う隆線により縦位区画。RL縄文を施  

文。  

25  胴部   細粒の砂  明赤褐色  良好  隆線により縦位区画。RL縄文を施文。  

26  胴部   糸田粒の砂  橙色   良好  隆線により文様を施し、縄文を施文。  

27  胴部   中粒の砂  浅黄橙色  良好  隆線により文様を施し、縄文を施文。  

28  胴部   細粒の砂  鈍い橙色  良好  沈線により∪字状に区画。LR縄文を施文。  

底径5．8cm   

32  突起   細粒の砂  鈍い褐色  良好  動物意匠を持つ突起。  

第38号住居土止（第46図）  

位 置2118グリッド 規模・形状一柱穴配置より円形の敷石住居とみられ、長軸4．Om・短軸3．7  

mを測る。 敷石状況一炉以南にまばらに施され、北側ではあまり認められない。また本住居址南西  

にも石がまとまりを持って検出されているが、炉の主軸方向からはずれるため本住居址に伴うもので  

はないと判断した。柱 穴－Pl～P12の12本が敷石を囲むように検出された。壁周辺を巡るものと  

考えられる。炉住居址中央で検出された。大小の石を方形に組み、深さは22cmを測る。埋 嚢一検  

出されなかった。重 複なし。  
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第46図 第38号住居址・同炉址（S＝1／60・1／20）  

第47図 第38号住居址出土遺物（D（S＝1／3）  
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第48図 第38号住居址出土遺物（∋（S＝1／3・1／4）  
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第49図 第38号住居址出土遺物（参（S＝1／3・1／4）  
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第38号仲居士lト出土土器観察表（第47～49図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

鈍い黄橙色  普通  2単位の棒状把手を持つ両耳壷。頸部に隆線を  

巡らせ口緑部に無文帯をつくる。隆線および胴  
部にはRL縄文を施文。   

鈍い黄樺色  良好  波状口緑部破片。2条対の沈線により曲線文を  

施す。RL縄文を施文。  

3  口綾部  中粒の砂  鈍い橙色  良好  口緑部は沈線を巡らせやや幅広の無文帯をつく  
る。以下は2条対の沈線により曲線文を施す。  

RL縄文を施文。  

4  口緑部～  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  口縁部は強く内湾する。口縁部は隆線を巡らせ  
胴部  無文帯をつく・る。胴部上判こは沈線により曲線  

文を施す。胴部中位には沈線を巡らせ無文帯を  
つくる。RL縄文を施文。   

5  口緑部  細粒の砂  鈍い赤褐色  良好  波状口綾部破片。口縁部には無文帯を持つ。以  
下沈線により文様を施す。LR縄文を施文。  

6  口縁部  細粒の砂  鈍い黄褐色  良好  口緑部には無文帯を持つ。以下沈線により曲線  

文を施す。RL縄文を施文。  

7  口緑部  細粒の砂  橙色   良好  波状口緑部破片。波頂部は肥厚する。口緑部は  
無文帯を持つ。以下沈線により∩字状に区画。  
RL縄文を施文。  

：8＝■  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  口縁部には環状突起を付す。口緑部に沿って沈  

線を巡らせ無文帯をつくる。以下は沈線により  
＜字状等に区画。RL（？）縄文を施文。  

9  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  口緑部は沈線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  
RL（？）縄文を施文。器面の摩滅著しい。  

10  口綾部  細粒の砂  橙色   良好  口緑部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  
隆線により縦位区画。RL縄文を施文。  

11  口縁部  細粒の砂  鈍い黄橙色  普通  波状口縁部破片。口綾部は隆線を巡らせ無文帯  
をつくる。以下隆線により曲線文等を施す。LR  

縄文を施文。  

12  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により曲線文等を施す。RL縄文を施文。  

13  胴部   明赤褐色  良好  沈線により＞・∩・∧字状に区画。RL縄文を施  

文。  

14  胴部   中粒の砂  明赤褐色  良好  沈線により縦位区画。RL縄文を施文。  

15  胴部   中粒の砂  橙色   良好  隆線により波状に区画。RL縄文を施文。  

16  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  隆線により縦位区画。RL縄文を施文。  

17  胴部   中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  隆線により∪・∩字状に区画。RL縄文を施文。  

18  底部   細粒の砂  鈍い橙色  良好  台付深鉢の脚部。一部LR縄文を施文。  

19  底部   中粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。   底径4．1cm   

20  底部   中粒の砂  鈍い褐色  普通  沈線により縦位区画。   底径5．8cm   

21  底部   細粒の砂  鈍い橙色  良好  無文。大きく開いて立ち上がる。   底径7．Ocm   

22  底部   細粒の砂  橙色   普通  深鉢の底部。底部に焼成後のものとみられる穿＿  

孔が施される。無文。   

23  突起   細粒の砂  鈍い橙色  良好  円形の突起。  

24  突起   中粒の砂  明赤褐色  良好  頂部に平坦面を持つ突起。沈線により∩字状に  

区画。RL縄文を施文。  

第38号住居址出土石製晶観察表（第49図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

25  石 棒  8．9cm  11．3cm  11．3cm  1，165g  石英斑岩製。尾部のみ残存。   
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第51図 第39号住居址出土遺物（S＝1／3・1／2）  
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第39号住居址（第50図）  

位 置－22－18・19グリッド 規模・形状不明。柱 穴一周辺でピットが検出されているが、配置  

に規則性はみられないため伴うものかは不明。炉一検出されなかった。重 複－なし。備 考  

一配石遺構等の可能性も考えられる。  

第39号住居i止出土土器観察表（第51図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

6  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  環状突起を持つ。口緑部は隆線を巡らせ無文帯  

をつくる。以下は2条対の沈線により∩字状に  

区画。LR（？）縄文を施文。  

2  口緑部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  両耳壷の口緑部破片。無文  

3  胴部   中粒の砂  橙色   良好  沈線により曲線文を施す。LR縄文を施文。  

4  胴部   細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  沈線により縦位区画。LR縄文を施文。  

中粒の砂  橙色   良好  2条対の沈線により曲線文を施す。LR（？）縄文  

を施文。  

中粒の砂  鈍い橙色  良好  隆線により縦位区画。RL縄文を施文。  

中粒の砂  鈍い黄橙色  普通  沈線により斜格子目状の文様を施す。  6  胴部            7  胴部            8  底部  細粒の砂  鈍い黄橙色  良好  無文。   
5  胴部  

底径（8．5）cm   

第39号住居址出土石製晶観察表（第51図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

9  垂 飾  4．1cm  2．6cm  2．3cm   30g  完形。   

10  不 明  5．7cm  4．7cm  1．3cm   20g  軽石製。   

第40号住居：址（第52図）  

位 置20－21・22グリッド 規模・形状L長軸4．2m・短軸3．8m・深さ9．2～19．7cmを測る。南東部  

に一部張り出しを持つ不整円形プランを呈する。柱 穴－Plの1本が検出された。炉一検出され  

なかった。重 複－なし。備 考一両北方向に地震によるとみられる地割れ痕が検出されている  

（PL．4－4・5参照）。  

第41号住居：址（第53図）  

位 置一22・23－19グリッド 規模・形状一掘り込みは検出されなかったが、柱穴配置より長軸5．3  

m・短軸3．6mの楕円形プランと推定される。、柱 穴一推定プラン内よりPl～P20の20本が検出さ  

れた。このうちPl～PlOは壁周辺を巡るものと考えられる。炉一住居址中央やや西寄りで検出され  

た。長軸56cm・短軸54cm・深さ10cmで、円形を呈す。重 複一第36号住居址と隣接ないし一部重複す  

ると考えられる。  
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第52図 第40号住居址（S＝1／60）  

第41号住居址出土土器観察表（第54図）  

番号  部位  胎 土   色 調  焼成   器形・文様の特徴   備  考   

1  口緑部  細粒の砂  灰褐色   良好  ロ綾部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  

隆線により縦位区画。RL縄文を施文。  

2  口緑部  中粒の砂  鈍い橙色  良好  口緑部は隆線を巡らせ無文帯をつくる。以下は  

隆線により縦位区画。RL縄文を施文。  

3  胴部   中粒の砂  鈍い黄橙色  普通  沈線により斜格子目状の文様を施す。   4と同一個体   

4  〃   3と同一個体   

5  底部   細粒の砂  鈍い黄樺色  良好  無文。   底径6．6cm  

B．配石遺構   

第1号配石遺構（第55図）  

位 置－28－28グリッド 規模・配石状況一長軸1．1m・短軸0．66mの範囲に12点の石が長方形に配さ  

れる。重 複一第2号満と重複する。  
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第53図 第41号住居址（S＝1／60）  
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第54図 第41号住居址出土遺物（S＝1／3・1／4）  

第2号配石遺構（第55図）  

位 置－23－21グリッド 規模・配石状況－6点の石から構成される。東側5点の石は長方形に配置  

され、うち北東の1点は立石である。ここから約1m西側に1点配石される。重 複 なし。  
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第1号配石遺構  

＿A・ 〆〆  l－  
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第2号i巳石遺構  

〆〆  

＿A一  

＿A′  A－  

※不明（1配石）  
才。楽287・10m（2配石） 

5仙   

第55図 第1・2号配石遺構（S＝1／20）  
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2 平安時代の遺構と遺物  

本遺跡では平安時代の遺構として住居址・土坑等が検出された。本報告では住居址を取り上げる。  

検出された住居二址は1軒である。  

A．住居土止   

第42号住居址（第56図）  

位 置－11・12－15グリッド 規模・形状一長方形を呈し、長軸3．5m・短軸3．Om・深さ25．8～45．9  

cmを測る。周溝は全周し、幅13～28cm・深さ5．9～31．7cmを測る。柱 穴LPl～P4の4本が検出  

された。カマド一束壁南寄りで検出された。長軸1．5m・短軸0．84mを測る。重 複－なし。備 考  

一本住居址は焼失住居とみられ、部材と考えられる炭化材が検出された。また炭化材やその周辺から  

釘とみられる鉄製品が多量に出土している。  

■ ≡≡‾    P2  P3  P4   
探さ（cm）  12．4  28．0  14．4  19．9   

第42号住居土止出土土器観察表（第57図）  

番号  種類 器種   法量（cm）  粕薬または（∋胎土 ②色調（診焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

ロ  土師器  口径 18．8  （D黒色粒②橙色  胴部上半に最大径を持ち、頸部は直立する。口緑  

碧  底径  ③酸化煩   部は外反。頸部に輪積痕を残す。口緑部～頸部は  

器高   一  構ナデ。胴部上半は横位の、胴部下半は縦位のへ  

ラケズリ。胴部内面はへラナデ。   

2  須恵器  口径（14．8）  （彰黒色粒（∋橙色  直線的に開き、口緑部はやや外反。ロクロ整形。  

皿  底径 7．5  底部は回転糸切り。高台は貼付。   

器高 3．0   

3  須恵器  口径   －  （D白色粒（勤黒褐色  ロクロ整形。底部は回転糸切り。高台は貼付。吸  

椀  底径 6．0  炭により全体的に黒色化。   

器高  一   

4  土師器  口径 11．6  ①黒色粒（∋黄灰色  口緑部はやや外反。口緑部は横ナデ。休部はへラ  

杯  底径 －  ケズリ。   

器高  一   

第42号住居址出土鉄製品観察表（第57図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

5   釘   4．4cm  0．35cm  0．35cm  3．1g  断面方形。下端部欠損。   

6   釘   5．Ocm  0．25cm  0．35cm  7．1g  断面方形。下端部欠損。   

7  釘  5．5g  断面方形。下端部欠損。  

8  釘   6．5g  断面方形。下端部欠損。   

9   釘   5．7cm  0．45cm  0．45cm  4．5g  断面方形。ほぼ完形。   

10  釘   6．1cm  0．35cm  0．35cm  6．7g  断面方形。下端部欠損。   
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土層説明（A・Aり  

1 暗褐色砂質土：浅間B軽石。  
アッシュ層。  

2 黒褐色土 ：浅間C多く混じる。  
若干FP？  

3 暗茶褐色土 ：しまりなし。若干  

焼土拉混じる。  

4 暗茶褐色土 ：軟質。しまりなし。  

焼土・炭化物多量含む。  

5 暗茶褐色土 ：砂質。しまりなし。  

6 暗褐色土 ：砂質。しまりあり。  

7 暗褐色土 ：砂賢。ややしまる。  

土層説明（a・a′）  

1暗褐色土：軟質。しまりなし。焼土・炭化物混じる（焚き口）  

2 黒褐色土：しまりあり。若干焼土粒・浅間C軽石混じる。  

3 褐色土 ：しまりあり。若干焼土粒・炭化物混じる。  

4 暗茶褐色土：しまりあり。多量の焼土ブロック・生粘土、  

一・甘■   

若干の炭化物混じる（天井部）。  

やや砂質。しまりなし。若干焼土粒・炭化物混じる。  

暗褐色土ブロック混じる（煙道部）。  
昭  5褐色土  
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第56図 第42号住居址・同遺物出土状況（S＝1／60）  
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第57図 第42号住居地出土遺物（S＝1／3・1／4）  
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3 中世・近世の遺構と遺物  

本遺跡ではこの時代の所産とみられる住居址・掘立柱建物址・土坑・溝址・炭窯址・井戸等が検出  

された。本報告では土坑以外の該期の遺構・遺物を取り上げる。  

A．住居址   

第7号住居址（第58図）  

位 置－24－30グリッド 規模・形状一長軸3．5m・短軸2．6m・深さ10～53cmを測り、長方形プラン  

を呈す。炉・周溝等は検出されなかった。柱 穴－Pl・P2の2本がそれぞれ東西壁の中央にて検  

出された。重 複一第1号満と重複する。  

鞋  

第15号住居址（第59図）  

位 置－26－28・29グリッド 規模・形状一南西部をトレンチや第2号溝に切られ不明だが、方形な  

いし長方形プランと推定される。柱 穴－Pl～P3の3本が検出された。重 複一第2号満と重  

複する。  

n   

－：－ ・・  

土層説明（A・A）  
1暗褐色土 ：2層に類すが、ロームブロック含まない。  

2 暗褐色土 ：やや砂質。ロームブロック混じる。  

3 暗褐色硬質土：硬くしまる。ロームブロック混じる。  

4 暗褐色硬質土：硬くしまる。ロームブロック含まない。  

司攣  第58図 第7号住居址（S＝1／60）  
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土居説明（A・A′）  

1 黒褐色土：軟質・FP混じる。  

2 暗褐色土：1層が若干混じる。  

3 褐色土：砂質ふ  

4 茶褐色土：砂質。  

※285－501n  賓m  

第59図 第15号住居址（S＝1／60）  

2（1／1）  
1（1／a）   

第60図 第15号住居址出土遺物（S＝1／3・1／1）  

第15号住居址出土土器観察表（第60図）  

番号  種類 器種  法量（cm）  粕薬または（D胎土 （多色調③焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

ロ  焼締陶器  －  

要   （∋褐灰色（診焼締   

器高 一－   

第15号住居址出土貨幣観察表（第60図）  

番号  銭  名  外 径  重 量   備  考   

2  元 祐 通 宝  2．4cm  2．6g  
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B．掘立柱建物土止   

第1号掘立柱建物址（第61・62図）  

位 置－24～2630・31グリッドの範囲 規模・形状－13．6mX7．Omの範囲に80基のピットが検出さ  

れた。主軸方向は北東一両西方向にあるとみられるが柱穴配置は不明である。数度の建て替えがあっ  

たものと推察される。建物北側で素掘りの井戸址が2基検出された（第1・2号井戸址）。重 複－な  

し。  

第2号掘立柱建物土止（第64図）  

位 置－25～27－32・33グリッドの範囲 規模・形状一16．2mX9．9mの範囲に105基のピットが検出  

された。第1号掘立柱建物址と同じく主軸方向は北東一両西方向にあるとみられるが柱穴配置は不明  

である。第1号掘立柱建物址同様数度の建て替えがあったものと推察される。重 複－なし。  

第1号掘立柱建物址出土石製晶観葉表（第63図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

ロ  砥 石  14．Ocm  3．Ocm  1．9cm   88g  2面使用。2面に製作調整痕のこる。   

第2号掘立柱建物‡止出土土器観察表（第63図）  

粕薬または（∋胎土  

番号  種類 器種  法量（cm）   （∋色調③焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

1  陶  器  口径 11．2  青緑粕   見込蛇目粕はぎ。  

皿  底径 4．4  肥前系。   

器高 3．8  

2  陶 器  底部回転糸切り未調整。  

灯明皿   

器高1．7   

第2号掘立柱建物址出土石製晶観察表（第63図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

3  砥 石  11．4cm  2．9cm  2．Ocm   80g  4両便用。端部欠損。   
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第61図 第1号掘立柱建物址（∋（S＝1／80）  
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u   ※284Om   2m  

第62図 第1号掘立柱建物址（9（S＝1／80）  

第1号掘立柱建物址  策2号棍立柱建物址  

「卜．、l・．」    ．…．‖ニ                     ー、  
3（1／3）   

＝＿ミ‾  

2（1／3）  

第63図 第1・2号掘立柱建物址出土遺物（S＝1／3）  
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軍   

第64図 第2号掘立柱建物址（S＝1／80）  
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C．炭窯址   

第1号炭窯址（第65図）  

位 置－32－37グリッド 規模・形状一長軸3．3m・短軸2．1mの規模で楕円形を呈し、東に焚き口・  

西に煙道を持つ。焚き口は最大幅1．2mを測る。燃焼部は長軸0．8m・短軸0．5～1．2mで「ハ」字状を  

呈す。燃成部は長軸1．6m・短軸1．1mを測り、楕円形を呈す。焚き口・燃焼部・燃成部とも根石部分  

のみ残存する。焚き口東側の土坑は伴うものかどうか不明である。土層観察から焼土層の水平堆積が  

2面認められ、数度の操業が推察される。また炭化材が検出されていないことから、完成した炭はす  

べて持ち出されているようである。重 複一第5号満と重複する。  

土層説明（A・A′）  

1 黒褐色土：軟質。しまりなし。若干ローム粒・焼土粒含む。  

1′ 黒褐色土：ブロック状に硬くしまる。若干ローム粒・焼土粒含む。  

2 赤褐色土：しまりあり。焼土粒を多く含む。  

3 赤褐色土：2層に類す。砂質。若干しまりあり。  
4 暗褐色土：ブロック状に硬くしまる。  

5 褐色土：軟質。1層・ソフトローム含む。  

6 赤褐色土：焼土ブロック主体。若干生粘土ブロックを含む。  

7 赤褐色土：9層に類し、9層より色調暗い。  

8 黒褐色土：軟質。しまりなし。焼土粒・生粘土ブロック混じる。  

9 赤褐色土：焼土主体。若干生粘土ブロック含む。  

10 明褐色土：しまりあり。ザラつく。生粘土ブロックを多量に含む。  

11暗褐色土：若干しまりあり。焼土・生粘土ブロック・轢混じる。  

12 黒色土：軟質。しまりなし。焼土粒・ロームブロック混じる（焚き口）。  

13 黒色土：軟質。しまりなし。焼土粒・生粘土ブロックY昆じる。  

14 赤褐色土：焼土。  

15 褐色土：軟質。しまりなし。  

0  ※28D40m  2m   

第65図 第1号炭窯址（S＝1／60）  
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D．溝 土止   

第1号溝（第66図）  

位 置－23～32－29～33グリッドの範囲 規模・形状－23－30グリッド付近及び29－29グリッド付近  

で南折し、「rl」字状に台地を囲む。B－B’で上幅3．5m・下幅0．2m・深さ1．5mを測り、断面形は薬研  

堀に近い形状を呈す。第2号溝南辺、第2・3号満とほぼ平行して走る。重 複一第7・17・18号住  

居・第37・38・43号土坑・第3号井戸址と重複する。  

第2・3号溝（第67図）  

位 置－22～28－26～31グリッドの範囲 規模・形状－28－28グリッド付近で第2号満と第3号滞が  

合流して西へのび、23－30グリッド付近で南折する。第2号溝南辺及び合流地点以西は第1号満とほ  

ぼ平行する。ErE’地点では上幅1．6m・下幅0．3m・深さ55cmを測り、断面は段を持ってゆるやかに立  

ち上がる。第2号溝は第1号溝の北約2mのところで検出され、「コ」字状を呈す。上幅0．6～1．2m・  

下幅0．2～0．6m・探さ30～50cmを測り、・断面形は箱状を呈す。第3号溝は調査区際で検出され、ほぼ  

等高線に沿って南下する。28－28グリッド付近で第2号溝と合流し西へのびる。上幅0．7～1．2m・下  

幅0．2～0．5m・深さ30～50cmを測り、断面形は箱状を呈す。重 複一第2・4・5・10・12・13・14・  

15号住居址・第26・39号土坑と重複する。  

第4号溝（第68図）  

位 置－28・2930グリッドの範囲 規模・形状一上幅0．5m前後・下幅0．3m前後・深さ20cm前後を  

測り、断面形は箱状を呈す。重 複一第7号土坑と重複する。  

第5号溝（第69図）  

位 置－29～32－34～39グリッドの範囲 規模・形状一32－34グリッド付近で南折する。西側は調査  

区外のため不明だが、台地を囲むような形状と推定される。A－A，で上幅3．4m・下幅0．2m・深さ1．6  

mを測り、断面形は薬研堀に近い形状を呈す。重 複一第1号炭窯址と重複する。  
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∵‾  
竃ゴト   

土層説明（A・A′）  

1 暗褐色土：色調暗い。硬くしまる。若干FA・ローム粒含む。  

2 暗褐色土：しまりなし。ローム粒混じる。  

3 暗褐色土：しまりなし。若干ローム粒混じる。1層に類すが、FA含まない。  

4 暗茶褐色土：色調明るい。ローム粒多く含む。若干暗褐色土ブロック含む。  

5 暗茶褐色土：やや粘性あり。ローム粒混じる。  

6 暗茶褐色土：軟質。5層に類し、より細粒。  

7 茶褐色土：8層に類似し、8層より粗粒。  

8 茶褐色土：やや軟質。しまりあり。ローム粒中心。  

9 茶褐色土：軟質。しまりなし。ロ」ム粒中心。  

ll  ※285・50m  2m  

0           10m ≡   ．    ご  

第66図 第1号溝（S＝1／500・1／60）  
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賃2号溝址   

A－  一A′  

土層説明（A・A′）  

1 黒褐色土十橙色ローム粒＋小礫  

2 暗褐色土：3層に類し、3層より色調暗い。  

1層と3層の中間の土。  

3 暗褐色土：橙色ローム粒含む。  
4 褐色土 ：色調明るい。橙色ローム粒・  

橙色ロームブロック中心。  

5 暗褐色土：砂質。橙色ローム粒・  
桂色ロームブロック含む。  

6 暗茶褐色土：橙色ローム粒を多く含む。  
若干ロームブロック含む。   

b－  一B■  

P 

第3号溝址  第2・3号溝址  

C－  一C■  D－  一D■   E－  

土層説明（D・D′）  

1 暗橙色砂質土  
2 暗褐色砂質土：1層よりしまりなし。  

3 暗褐色砂質土：若干橙色ロームブロック混じる。  

4 暗橙色砂質土：2層に類し、2層より色調暗い。  

5 暗褐色砂安土：3層に類すが、コ層よりしまりなし。  

若干橙色ロームブロック混じる。  

暗褐色砂質土：しまりあり。  
暗褐色土 ：色調明るい。ロームブロック混じる。  

暗褐色砂質土：しまりあり。橙色ロームブロックを30％程合む。  

暗褐色砂賢土二 5層に類し、5層よりしまりなし。  

蜃   
鼠Om 

第67図 第2・3号溝（S＝1／400・1／60）  
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第68図 第4号溝（S＝1／200・1／60）  

A′）  

硬質。若干FA混じる。  
1居より色調暗い。軟質。  

2層＋黄褐色ローム粒。部分的に  

ロームブロック（¢5m）混じる。  

軟質。しまりなし。ローム粒・ロームブロックを多量に含む。  

2居をブロック状に含む。若干ローム粒・  

ロームブロック含む。  

軟質。4居に類し、4層よりロームブロック  

の割合少ない。若干5層の土混じる。  

土層説明（A  

l 暗褐色土  

2 暗褐色土  
3 暗褐色土   

4 褐色土  

5 黒褐色土   

6 暗褐色土  

6′ 暗褐色土：6層に類すが、5層の土合まない。  

7 暗褐色土：軟質。ローム粒混じる。  

8 ㈲褐色土：軟質。若干粘性あり。ロ」ム粒・  

ロームブロック主体。  

0  ※28320  ：己血  

第69図 第5号溝（S＝1／300・1／60）  
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3（1／3）  

2（1／3）  

4（1／3）   

第2・3号清址  

第5号溝址  

－  

第70図 溝址出土遺物①（S＝1／3・1／4・1／1）  
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4（1／3）  

し 

第71図 溝址出土遺物（参（S＝1／3）  

第1号溝出土土器観察表（第70図）   

番号  種類 器種  法量（cm）  粕薬または（∋胎土 ②色調③焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

ロ  陶  器  口径 25．8  二彩三島手   見込砂目。  

鉢  底径10．0  肥前系。   

器高 8．0  
、■  

■’i．  

1■■  

■二  
第1号溝出土石製晶観察表（第70図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

2  砥 石  12．Ocm  2．5cm  1．8cm  129g  1面使用。3面に製作調整痕のこる。両端欠損。   

3  砥 石  9．Ocm  3．3cm  2．1cm  107g  2面使用。端部欠損。   

4  砥 石  7．1cm  3．6cm  2．9cm  164g  4面使用。端部欠損。   

5  砥 石  4．3cm  3．4cm  1．1cm   30g  4面使用。端部欠損。   

■  

第2号溝出土貨幣観察表（第70図）  

番号  銭  名  外 径  重 量   備  考   

ロ  太 平 通 宝  2．4cm  2．4g  

第2・3号溝出土土器観察表（第70図）  

種類  粕薬または（∋胎土  

番号   器種  法量（cm）   ②色調（卦焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

ロ  陶 器  刷毛ぬり   唐津系。  

碗   

器高一  

第2・3号溝出土貨幣観察表（第70図）  

番号  銭  名  外 径  重 量   備  考   

2  元 祐 通 宝  2．4cm  2．2g  

3  元 祐 通 宝  2．4cm  1．7g  
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第4号溝出土土器観葉表（第70図）  

種類  柚薬または（D胎土  

番号   器種   法量（cm）   ②色調（卦焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

ロ  陶 器  灰窄由   瀬戸美濃系。  

碗   

器高一  

第5号溝出土土器観察表（第70図）  

番号  種類 器種   法量（cm）  粕薬または①胎土 （診色調（診焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

ロ  土 器  

焙 烙   

器高4．6   

2  土  器  口径（12．2）  （∋黒色粒②橙色  休部外面横ナデ。  

かわらけ  底径  7．6  ③普通   底部回転糸切り未調整。  

器高  2．5  内外面やや磨滅。   

第5号溝出土遺物出土石製晶観察表（第71図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

3  砥 石  11．6cm  3．Ocm  3．6cm  168g  1面使用。3面に製作調整痕のこる。端部欠損。   

4  砥 石  9．7cm  3．5cm  2．2cm  113g  4面使用。3面に製作調整痕のこる。端部欠損。   

5  砥 石  7．6cm  2．8cm  1．9cm   68g  1面使用。3面に製作調整痕のこる。端部欠損。  

E．井戸址  

本遺跡では3基の井戸址が検出され、2基は素掘の井戸址（第1号井戸祉・第2号井戸址）であり、  

1基は石組みの井戸址（第3号井戸址）である。第1号井戸址は24・25－30グリッドに位置し、長軸  

0．9m・短軸0．8m・深さ2．Omを測る。第2号井戸址は25－30グリッドに位置する。楕円形を呈し、長  

軸1．4m・短軸1．2m・深さ1．4mを測る。第1号井戸址よりやや大きい。両井戸は第1号掘立柱建物址  

北側で並列して検出された。第3号井戸址は23－31グリッドに位置する石組みの井戸址である。径1．  

7mの不整円形を呈すとみられる。本井戸址の東西にそれぞれ集石が検出されていることから、周囲に  

石敷きの水場遺構が存在した可能性がある。本井戸址内及び周辺より近世の陶磁器等が検出された（第  

79図参照）。  

第3号井戸址出土土器観察表（第72図）  

種類  粕薬または（∋胎土  

番号   器種   法量（cm）   （多色調（参焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

ロ  陶  器  口径（10．9）  陶胎染付   肥前系。  

碗  底径   四方樺文。山水絵。   
器高  一  

同  磁  器  口径 11．4  染付   肥前系。  

碗  底径 5．8  草花文。   

器高 4．4  
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3  磁  眉旨  口径（12．8）  染付   見込蛇目粕はぎ  

皿  底径 4．2  格子目文。   

器高 3．3  

陶 器  瀬戸美濃系。  

菊 皿   

器高 一   

5  陶  器  口径（12．6）  長石系の柚   瀬戸美濃系。  

菊  皿  底径 7．0  二次的な被熱を受ける。   

器高 2．7  

6  陶 器  －  瀬戸美濃系。  

腰錆碗   

器高 一   

7  陶 器  瀬戸美濃系。  

天目碗   －  

器高 一   

8  陶  器  口径  －  灰窄由   体部下半は無柚。  

小  碗  底径 2．9  内面に被熱痕。   

器高 一  

9  陶 器  底部付近及び脚は無柚。  

香炉？   

器高 一   

10  陶 器  砂粒を多く含む。丹波信楽系か。  

括 鉢   

器高 一   

11  陶 器  内面は全面、外面は休部中位まで施粕。  

灯明皿   

器高2．0   

12  土  器  口径 10．6  （D黒色粒②にぶい  内面ロク口調整。  

かわらけ  底径  6．9  黄橙色③良好   外面ナデ調整。  

器高  2．7  底部回転糸切り未調整。   

第3号井戸址出土石製晶観察表（第72図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

13  砥 石  8，6cm  3．1cm  2．3cm  120g  1面使用。4面に製作調整痕のこる。端部欠損。   

14  砥 石  7．Ocm  3．Ocm  2．1cm   50g  1両便用。3面に製作調整痕のこる。端部欠損。  

F．阿弥陀畑地区  

本遺跡では西側の調査区を中心に多くの石造物が検出された。特に14～22－22～29グリッドの範囲  

では特に多量の石造物や近世遺物が検出された。また近世のものとみられる暗渠も検出された（第78・  

79図、PL．7－1′「、ノ3参照）。  
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阿弥陀畑地匡出土土器観棄表（第73図）  

粕薬または（∋胎土  

番号  種類 器種   法量（cm）   ②色調（診焼成   
形態・成形・技法の特徴   備考   

1  陶 器  瀬戸美濃系。  

腰錆碗   

器高5．6   

2  陶  器  口径   一  灰粕   底部付近は粕をふき取る。  

徳  利  底径 9．0  底部回転糸切り後回転へラケズリ。   

器高 一  

3  陶  器  口径   一  灰粕   底部付近は粕をふき取る。  

徳  利  底径 7．7  底部回転糸切り後回転へラケズリ。   

器高  一  

4  陶 器  

仏花瓶   

器高   

5  土  器  口径  9．0  （D黒色粒（∋浅黄橙  内面ロク口調整。  

かわらけ  底径  5．4  色③良好   外面ナデ調整。  

器高 1．6  底部回転糸切り未調整。   

6  土  器  口径 35．4  （∋黒色粒②褐灰色  外面横にスス付着。  

焙  熔  底径32．6  焼成後休部中位に穿孔。   

器高 5．7   

7  土 器  

焙 烙   

器高5．7   

阿弥陀畑地区出土土製晶観察表（第73図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

8  羽 口  11．4cm  5．8cm  5．8cm  231g  端部欠損。   

阿弥陀畑地区出土石製晶観察表（第73図）  

番号  器種  最大長  最大幅  最大厚  重 量   備  考   

9  砥 石  11．3cm  8．2cm  4．3cm  296g  2面使用。   

10  砥 石  6．7cm  3．1cm  2．4cm   91g  5面使用。端部欠損。   

田  砥 石  5．7cm  3．8cm  1．2cm   30g  4面使用。端部・背面欠損。   

12  砥 石  5．9cm  3．7cm  2．1cm   53g  5面使用。両端部欠損。   

13  茶 円  R．5rm  3．∩（二m  3．ncm   62g  
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第74図 遺跡周辺図（S＝1／4，000）  
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第79図 遺構全体図Ⅳ（S＝1／400）  
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第80図 遺構全体図Ⅴ（S＝1／400）  
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